
 

 

 

 

 

 

金沢港戸水岸壁（災害復旧）の本体工事に着手 
 

 

 

１．復旧工事の概要 

    工事名：金沢港(南地区)岸壁(-10m)(戸水1号・2号)(災害復旧)改良外1件工事 

工 期：令和６年１０月１７日～令和８年３月２５日 

受注者：東洋・本間・あおみ特定建設工事共同企業体 

工事内容：撤去工、本体工(鋼矢板打設)、地盤改良工、上部工、付属工、舗装工 など 

 (別紙１、別紙２参照) 

 

２．報道関係の皆様へ（取材申込み） 

３月１３日（木）に、現地での施工状況の取材が可能です。取材を希望される場合

は、予め別紙３にて登録頂いた上で、当日９時までにご来場ください。 

日時：３月１３日（木）９時から工事概要等説明予定  

場所：金沢港戸水ふ頭（別紙３参照） 

当日の実施可否：中止する場合は、３月１２日（水）１７時までに連絡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北陸地方整備局では、令和６年能登半島地震で被災した金沢港戸水岸壁の本格復旧工

事を進め、１２月から既設構造物の撤去に着手しています。 

この度、復旧工事の主要工種の一つである、鋼矢板の打設を３月１２日から、液状化

対策の地盤改良を３月１３日から着手します。 
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金沢港(南地区)岸壁(-10m)（戸水1号・２号） 復旧概要

被災状況

別紙１

上部工の損傷

岸壁法線のずれ

位置図・施工箇所

戸水1･2号岸壁(-10m)
L=370ｍ

金沢港クルーズターミナル

復旧工事手順 復旧断面



本体工（鋼矢板打設）の概要

①鋼矢板規格： 長さ28m、幅0.9m、 数量 414枚 （岡山県倉敷にて製造）

②施 工 内 容： クレーン付台船により鋼矢板を吊り上げ、ハンマーにて垂直に打ち込む。

打設イメージ図

クレーン付台船

鋼矢板

金沢港(南地区)岸壁(-10m)（戸水1号・２号） 復旧概要 別紙2

液状化対策（地盤改良）の概要

①工 法 ： 高圧噴射攪拌工法

②施工内容： 地盤改良機により、地中にて液体の固化材（セメント系）を高圧・高速で
噴射、攪拌することで地盤を固結する。
※既設構造物（基礎杭等）がある箇所においても施工が可能。

【参考】無量寺岸壁施工時（平成30年10月）

施工状況イメージ 【参考】地盤改良機



受付場所 

戸水Ａゲート 

石川県庁 

 

別紙３ 

 

取材申込方法 
 

取材を希望される報道機関は、下記１～４の必要事項を記入の上、メールにより申込をお願い

します。 

 

申込メールアドレス  pa.hrr-kanazawa@mlit.go.jp 

期限：３月１２日（水）１６時まで 

 

１．報道機関名 

２．取材者氏名（入場される方全員の氏名）  

 

３．電話番号 

４．メールアドレス 

 

※．その他 

   制限区域内への入場となるため、取材を希望される方全員の申込が必要となります。 

   現地の取材対応は、３月１３日(木)９：００～１１：００（予定）までとします。 

   当日は、戸水Ａゲートで受付を行ってから入場してください。 

   安全上の観点から係員の指示に従い指定された場所に駐車をお願いします。 

    

 

 




